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【部門区分】第７部門第３区分
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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月27日(2009.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パッチ要素（１０～１３；８９、９１）のアレイを有するリフレクトアレイにおいて、
　それぞれのパッチ要素は、入射偏波電磁波の位相を所定の位相角αだけシフトさせるべ
く設計されており、且つ、
　それぞれのパッチ要素は、少なくとも１つの交差ギャップ（３２）を有する導電性リン
グ（３０）から形成された切り欠きリング形状（２８）を具備しており、前記導電性リン
グは、外部半径ｒo及び内部半径ｒiを具備しており、それぞれの交差ギャップは、個々の
幅ｈを具備しており、
　半径ｒo、ｒi、及び幅ｈは、次の関係によって定義される位相シフトβがゼロとは異な
るものになるように、調節されており、
φ（Ｅox）＝φ（Ｅix）＋α　　　　　（１）
φ（Ｅoy）＝φ（Ｅiy）＋α＋β　　　（２）
　ここで、Ｅix及びＥiyは、それぞれ、方向ｕx及びｕyと同一直線上にある前記入射偏波
電磁波の直交成分であり、Ｅox及びＥoyは、それぞれ、方向ｕx及びｕyと同一直線上にあ
る前記反射偏波電磁波の直交成分であり、φ（Ｅox）及びφ（Ｅoy）は、それぞれ、前記
直交成分Ｅox及びＥoyの位相であり、φ（Ｅix）及びφ（Ｅiy）は、それぞれ、前記直交
成分Ｅix及びＥiyの位相である、ことを特徴とするリフレクトアレイ。
【請求項２】
　半径ｒo、ｒi及び幅ｈは、直線偏波を有する入射電磁波においてφ（Ｅox）－φ（Ｅoy

）＝±９０°となるように調節されている請求項１記載のリフレクトアレイ。



(2) JP 2009-515397 A5 2010.2.12

【請求項３】
　位相シフトβは、１８０°に等しい請求項１記載のリフレクトアレイ。
【請求項４】
　前記交差ギャップのいずれもが、同一の導電性リングの別の交差ギャップの正反対の側
に位置してはいない請求項１から３のいずれか一項記載のリフレクトアレイ。
【請求項５】
　前記導電性リングは、１つの交差ギャップ（３２）のみを具備している請求項１から４
のいずれか一項記載のリフレクトアレイ。
【請求項６】
　前記パッチ要素は、１つの導電性リングのみを具備している請求項１から５のいずれか
一項記載のリフレクトアレイ。
【請求項７】
　少なくとも１つのパッチ要素は、その導電性リング内に内部ディスク（３４）を具備し
ている請求項１から６のいずれか一項記載のリフレクトアレイ。
【請求項８】
　前記パッチ要素は、Ｐ個のフレネルゾーン（６～９；８２～８５）内に配置されており
、Ｐは、４以上の整数であり、それぞれのフレネルゾーンの半径（ｒn）は、次の関係に
よって付与されており、
【数１】

　ここで、ｎは、前記フレネルゾーンのランク次数であり、ｎ＝１は、最も内側のフレネ
ルゾーンに対応しており、λは、前記電磁波の波長であり、ｆは、前記リフレクトアレイ
の焦点距離であり、Ｐは、使用するフレネルゾーンの数であり、
　同一のフレネルゾーン内に配置されたすべてのパッチ要素は、前記入射偏波電磁波の位
相を前記同一の所定の位相角αだけシフトさせるべく設計されており、異なるフレネルゾ
ーンのパッチ要素は、前記入射電磁波の前記位相を異なる所定の位相角αだけシフトさせ
るべく設計されている、請求項１から７のいずれか一項記載のリフレクトアレイ。
【請求項９】
　前記方向ｕxは、１つのギャップを通じて前記導電性リングの中心から延長するライン
によって定義されており、いくつかのパッチ要素の前記方向ｕxをその他のパッチ要素の
前記方向ｕxとの関係において回転させることにより、前記回転したパッチ要素の前記位
相角を調節している請求項１から８のいずれか一項記載のリフレクトアレイ。
【請求項１０】
　それぞれのパッチ要素は、誘電体基板（５４）上における直接的に印刷されたマイクロ
ストリップ要素であり、接地プレーン（５２）は、前記誘電体基板の底部に直接的に固定
されている請求項１から９のいずれか一項記載のリフレクトアレイ。
【請求項１１】
　直線偏波電磁波を放射するプライマリソース（４６）であって、前記直線偏波は、方向
ｙに平行である、プライマリソースと、
　請求項１から１０のいずれか一項記載のリフレクトアレイ（５０）と、
　を有するミリメートル波レーダーにおいて、
　それぞれの切り欠きリング形状（２８）は、少なくとも１つの交差ギャップ（３２）を
有する導電性リング（３０）から形成されており、それぞれのパッチ要素（８９～９１）
は、１つの交差ギャップを通じて前記導電性リングの中心から延長するラインによって定
義された方向ｕxを具備しており、前記方向ｕxは、方向ｙと同一直線上にはなく、
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　それぞれのパッチ要素の前記内部及び外部半径ｒo、ｒi並びに幅ｈは、前記反射偏波電
磁波の２つの直交成分間における位相差が０°及び１８０°とは異なるものになるように
調節されている、ことを特徴とするミリメートル波レーダー。
【請求項１２】
　前記内部及び外部半径ｒo、ｒi並びに幅ｈは、前記反射偏波電磁波の前記２つの直交成
分間における前記所定の位相差が＋９０°又は－９０°に等しくなるように調節されてお
り、それぞれのパッチ要素（８９～９１）の前記方向ｕxは、方向ｙとの関係において４
５°、１３５°、２２５°、又は３１５°だけ傾斜している請求項１１記載のレーダー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明は、それぞれのパッチ要素が、少なくとも１つの交差ギャップ（ｃｒｏｓｓｉｎ
ｇ　ｇａｐ）を有する導電性リングから形成された切り欠きリング形状を具備しており、
導電性リングは、外部半径ｒo及び内部半径ｒiを具備すると共に、それぞれの交差ギャッ
プが、個々の幅ｈを具備しているリフレクトアレイを提供している。半径ｒo、ｒi及び幅
ｈは、以下の関係によって定義されている位相シフトβが、ゼロとは異なるものになるよ
うに、調節されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　直線偏波を有する入射電磁波においてφ（Ｅox）－φ（Ｅoy）＝±９０°となるように
、半径ｒo、ｒi及び幅ｈが調節されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　又、本発明は、直線偏波電磁波を放射するプライマリソースであって、直線偏波は、方
向ｙに平行である、プライマリソースと、前述のリフレクトアレイと、を有するミリメー
トル波レーダーを有しており、この場合に、それぞれの切り欠きリング形状は、少なくと
も１つの交差ギャップを有する導電性リングから形成されており、それぞれのパッチ要素
は、１つの交差ギャップを通じて導電性リングの中心から延長するラインによって定義さ
れている方向ｕxを具備しており、方向ｕxは、方向ｙと同一直線上にはなく、それぞれの
パッチ要素の内部及び外部半径ｒo、ｒi及び幅ｈは、直線偏波電磁波の２つの直交成分間
の位相差が０°及び１８０°とは異なるものになるように調節されている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　前述のレーダーの実施例は、内部及び外部半径ｒo、ｒi、並びに、幅ｈが、反射偏波電
磁波の２つの直交成分間の所定の位相差が＋９０°又は－９０°に等しくなると共に、そ



(4) JP 2009-515397 A5 2010.2.12

れぞれのパッチ要素の方向ｕxが方向ｙとの関係において４５°、１３５°、２２５°、
又は３１５°だけ傾斜するように、調節されているという特徴を有することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　リング３０は、導電性材料のストリップ（ｓｔｒｉｐ）から製造されている。リング３
０は、内部半径ｒi及び外部半径ｒoを具備している。好ましくは、ストリップは、幅が１
００μｍを上回る一定の幅を具備している。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　パッチ要素１２及び１３の構造は、それぞれ、パッチ要素１０及び１１の構造と同一で
ある。但し、パッチ要素１２及び１３の方向は、パッチ要素１０及び１１の方向との関係
において９０°だけ傾斜している。実際に、パッチ要素１０及び１１を９０°だけ回転さ
せれば、位相角αが１８０°だけ増大する。この結果、パッチ要素１２及び１３用の新し
い構造を設計する必要がなく、リフレクトアレイ２の設計が簡単になる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　図４は、高電圧電力線を検出するべく設計されたミリメートル波レーダー４０を示して
いる。例えば、レーダー４０は、低空飛行する航空機又はヘリコプターに搭載するべく意
図されている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
　図９は、２つの正反対の側に位置したギャップ１５４、１５６を有する導電性環状リン
グ１５２を具備したパッチ要素１５０の別の実施例を示している。ギャップ１５４及び１
５６は、同一の一定の幅ｈを具備している。例えば、直線偏波入射電磁波を円偏波反射電
磁波に変換するべく、半径ｒo及びｒiは、それぞれ、０．９ｍｍ及び０．６５ｍｍに等し
くなっている。幅ｈは、０．５ｍｍに等しくなっている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２５】
　１８０°に等しい位相角α及び９０°に等しい位相差を得るべく、環状リング１６４の
内部及び外部半径は、０．３ｍｍ及び０．５ｍｍに等しくなっている。ギャップ１６６は
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、幅が０．２２ｍｍである。環状リング１６２の内部及び外部半径は、それぞれ、０．７
ｍｍ及び０．９ｍｍに等しくなっている。ギャップ１６８及び１７０は、幅が１．２５ｍ
ｍである。
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